
私たちと持続可能な社会
□現在の世代だけではなく、将来の世代も満足できる「持続可

か

能
のう

な

社会」をつくるため、2015年の国連サミットでS
エス

D
ディー

G
ジー

s
ズ

（持続可能

な開発目標）が採択されました。これらの目標を達成するため、

積極的に社会参
さん

画
かく

をしていくことが私たちに求められています。
情
じょう

報
ほう

化が進む現代
□あらゆるモノがインターネットにつながり（IoT）、情報通信技

ぎ

術
じゅつ

（ICT）が大きく進歩したことで、SNS（ソーシャル・ネット

ワーキング・サービス）などを利用して世界中の人々と情報を送

受信することができるようになっています。社会において情報が

果たす役割が大きくなっていく情報化が進展しています。

□情報社会においては、個人情報の慎
しん

重
ちょう

な取り扱いや、情報を正し

く判断して活用する力（情報リテラシー）が求められています。

□膨
ぼう

大
だい

な情報を集めて、瞬時に処理して結論を出すビッグデータの

活用が進んでいます。現在、このような機能をもつ人工知
ち

能
のう

（AI）

が社会のあらゆる場面で活躍しています。
グローバル化が進む現代

□海外を訪れる日本人や日本を訪れる外国人の数は年々増
ふ

えてお

り、私たちと世界各国とのつながりは深まっています。このよう

に世界が一体化していくことをグローバル化といいます。

□グローバル化の進展により、国際分業が進んで、各国が互いに強

く依存するようになるとともに、国際競争も激しくなっています。

□世界の結びつきが強くなるなかで、国際協調を通じた課題の解決

や多文化共生の重要性も高まっています。
少子高

こう

齢
れい

化が進む現代
□現在、未

み

婚
こん

率
りつ

の上昇や晩
ばん

婚
こん

化
か

により一人の女性が産む子どもの数

が減少し、医
い

療
りょう

技術の進歩により平均寿
じゅ

命
みょう

が延
の

びたことによって

少子高齢化が進んでいます。このような社会を少子高齢社会とい

います。社会保
ほ

障
しょう

費が増える一方で、人口減少にともなう経済的

な負担の増加も大きな課題となっています。

□家族の形は多様化しており、親と未婚の子ども、あるいは夫婦の

みの核
かく

家族世帯や、一人暮らしの単
たん

独
どく

世帯が増えています。

□高齢化対策として、公共施設をバリアフリー化する取り組みや、

介
かい

護
ご

が必要な人を支援するしくみが整えられています。

学習11

学習22

学習33

学習44

現代社会と私たち

第３章 現代社会

8
P.１～26教科書

▼日本の年齢別人口の推移

（国立社会保障・人口問題研究所資料など）

万人

1967年
初めて
１億人台へ

2011年
人口のピーク14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000
0
1960 70 80 90 2000 10 20 30 40 50 6065年

65歳
さい

以上人口

15～64歳人口

０～14歳人口

2020年
１億2615万人
高齢化率

りつ

28.6％

2056年
１億人
下まわる

2065年
高齢化率
38.4％

実
じっ

績
せき

値
ち

 推
すい

計
けい

値
ち

実
じっ

績
せき

値
ち

 推
すい

計
けい

値
ち

（国立社会保障・人口問題研究所資料）
（注）四捨五入により合計が100％にならない場合がある。

▼家族の類型別一般世帯数の変化

その他7.6
14.1 27.6

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

夫婦のみ 12.5％
父（母）のみと子ども 5.7
19.9 19.8

万世帯

1980
年

2000
年

2020
年

1188..99
％％

核家族世帯

38.0

夫婦と子ども夫婦と子ども
4422..11

夫婦と子ども
42.1 単独世帯

7.7
99..00

3311..9918.9
％

9.0

31.9

2200..11%% 2255..2220.1% 25.2

▼主な情報通信機器の保有状況
100
％
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スマートフォン
パソコン

（通信利用動向調査）

がたたんまつ

固定電話

ウェアラブル

（日本政府観光局資料）

万人

1980 90 2000 10
訪日外国人旅行者数

出国日本人数

アメリカ同時
多発テロ

東日本大震災・福島第一原発事故

新
しん

型
がた

インフル
エンザ流行

湾
わん

岸
がん

戦争

新型コロナウイルス感染症の拡大
しょう

SARS流行

新型コロナウイルス感染症の拡大
▼出国日本人数と訪日外国人旅行者数の推移

かんせん
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3000

22年20
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▼合意を検討する観点

 効率の側面 
・問題の解決により得られる効果が、そ
れにかけた時間や労力、費用に見合っ
ているか。
・時間や費用にむだはないか。

 公正の側面 
・みんなが決定に参加したか（手続きの
公正さ）。
・参加する機会が不当に制限されていな
いか（機会の公正さ）。

・得られる結果が不当ではないか（結果
の公正さ）。

生活に息づく文化
□人間の生活に欠かせない生活様式や、人々が形づくってきたもの

を文化といいます。文化は私たちの生活をより豊かにします。

□文化には科学、芸
げい

術
じゅつ

、宗
しゅう

教
きょう

などの領
りょう

域
いき

があります。科学の発展は

人々の暮らしを向上させ、芸術は感
かん

受
じゅ

性
せい

を高めて人生を豊かに

し、宗教は悩
なや

みや不安を抱
かか

えた人々に安心感や精神的な豊かさを

与
あた

えてきました。

□グローバル化が進む現代では、文化の画
かく

一
いつ

化
か

も見られますが、お

互
たが

いに文化の違
ちが

いを理解し、相手の文化を尊
そん

重
ちょう

する異
い

文
ぶん

化
か

理解

が、多文化共生社会を目指すために求められています。
日本の文化とその継承

□年中行事や、能
のう

、歌
か

舞
ぶ

伎
き

をはじめとする芸能などは、長い歴史の

中で育
はぐく

まれ、伝えられてきた伝統文化です。少子高齢化や過
か

疎
そ

化

で存
そん

続
ぞく

が危
あや

ぶまれる文化もあり、国や地域は文化財
ざい

保護法に基
もと

づ

いて有形、無形の文化財の保存に努めています。

　 note 日本の多様な文化

　・琉
りゅう

球
きゅう

文化… 琉球王国があった沖縄や奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

で育まれた文化。

　・アイヌ文化… 北海道や千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

の先住民族が受け継いだ文化。

社会的存在として生きる私たち
□私たちは、家族や学校、地域社会といった社会集団のなかで生活

しています。社会集団の一員として助け合い、尊重し合いながら

生活を豊かにしているため、人は社会的存在であるといわれます。

□私たちが暮らす社会では、考え方や意見の違いから対立が起こっ

た場合、話し合いや交
こう

渉
しょう

などを通して合意を目指します。
効率と公正

　 note 対立からよりよい合意へ

　・�効率…できるだけ少ない資
し

源
げん

などをむだなく使うことで、全

体として最大の利
り

益
えき

を得られるような結果になっているかど

うかを大切にする考え方。

　・�公正…みんなが話し合いに参加しているか、一人ひとりに最

大限配
はい

慮
りょ

したものになっているかを大切にする考え方。

私たちときまり
□同じような対立が起こるのを防ぐには、集団内や集団間できまり

をつくっておくことが必要です。人々が合意してきまりをつくる

ことを契
けい

約
やく

といいます。きまりを守ることで互いの権利や利益が

保
ほ

障
しょう

されます。また、みんなで決めたきまりである限り、それを

守る責
せき

任
にん

と義
ぎ

務
む

が生じます。

学習55

学習66

学習77

学習88

学習99

▼日本の主な年中行事
月 年中行事
１ 正月　初

はつ

詣
もうで

・年賀　七草
２ 節

せつ

分
ぶん

３ ひな祭り　春の彼
ひ

岸
がん

　春祭り
４ 灌

かん

仏
ぶつ

会
え

５ 端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

　田植え祭り
６ 更

ころも

衣
がえ

７ 七
たな

夕
ばた

　盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

・中
ちゅう

元
げん

８ 盆
ぼん

踊
おど

り
９ 菊

きく

の節句　秋の彼岸
10 更衣　秋祭り

11 七五三

12 除
じょ

夜
や

▼決定を行う方法の例
長所 短所

全員一
いっ

致
ち
全員が納得し
て決められる

決めるのに時
間がかかるこ
ともある

多数決
意見が反映さ
れる人の数が
多い

少数意見が反
映されにくい

代表者が
決める

全員で決める
より時間がか
からない

全員の意見が
うまく反映さ
れないことも
ある

第三者が
決める

利害に関係な
いため早く決
まる

当事者が納得
しないことも
ある
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確 認 問 題確 認 問 題確 認 問 題確 認 問 題
◦一問一答◦　次の問いに答えなさい。

学
習
１
・
２

□⑴ 現代の生活の質を落とさずに、将来の世代も質の高い生活を維
い

持
じ

するこ
とのできる社会を何というか。　2015年にはSDGsが採択された。

⑴ 持続可能な社会

□⑵ 情報の働きが大きな意味をもつようになった社会のことを何というか。
　情報通信技術（ICT)の発展が大きな影響を与えた。

⑵ 情報社会

□⑶ ビッグデータをもとに考え判断する人間の知能のような働きをするコン
ピュータの機能を何というか。

⑶ 人工知能（AI）

□⑷ 情報の正しさや価値を判断し、情報の受信や発信などにおいてよく考え
て行動する能力のことを何というか。

⑷ 情報リテラシー

学
習
３
・
４

□⑸ たくさんの人、もの、お金、情
じょう

報
ほう

などが、国
こっ

境
きょう

を越
こ

えて行き交うことで、
各国が互いに依

い

存
ぞん

を強め、世界の一体化が進むことを何というか。
⑸ グローバル化

□⑹ 各国が競争力のある得意な産業に力を入れて輸出し、競争力のない不得
意な産業については輸入に頼ることを何というか。

⑹ 国際分業

□⑺ 親と未婚の子ども、あるいは夫婦のみで構成されている家族を何という
か。　現代の日本では、単独世帯とともに割合が高くなっている。

⑺ 核家族

□⑻ 高
こう

齢
れい

者
しゃ

や障
しょう

がいのある人が生活するのに、物
ぶつ

理
り

的・精神的障がいとなる
ものを取り除くことを何というか。

⑻ バリアフリー化

学
習
５
・
６

□⑼ 人々が地域の風土や伝
でん

統
とう

、歴史、他地域との交流などによって形づくり、
伝え合ってきた生活様式や価

か

値
ち

観
かん

を何というか。
⑼ 文化

□⑽ ⑼の１つで、従
じゅう

来
らい

は不
ふ

可
か

能
のう

だったことを可能にし、人々の暮らしを向上
させるのに寄

き

与
よ

している領
りょう

域
いき

を何というか。
�⑽ 科学

□⑾ 互いに⑼の違いを理解し、相手の⑼を尊重することを何というか。
多文化共生社会を目指すために求められている。

⑾ 異文化理解

□⑿ 正月やお盆
ぼん

など、毎年繰
く

り返される行事のことを何というか。
ほかに３月のひな祭りや５月の端午の節句、11月の七五三などがある。

�⑿ 年中行事

□⒀ 人々が過去から受け継ぎ、未来へ伝える文化（歌
か

舞
ぶ

伎
き

・茶
さ

道
どう

・和食など）
を何というか。

⒀ 伝統文化

□⒁ 沖縄や奄美群島を中心に成立した文化を何というか。
エイサーとよばれる沖縄の伝統的な踊りなどがある。

⒁ 琉球文化

□⒂ 北海道や千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

などの先住民族の人々が受け継いできた文化を何とい
うか。　アットゥ　とよばれる伝統的な衣服などがある。

⒂ アイヌ文化

学
習
７
・
８
・
９

□⒃ 私たちが生活している家族や地域社会、国など、共通の意識や目的を
もって結び付いている人間の集まりを何というか。

⒃ 社会集団

□⒄ 意見の違いから人々の間で対立が起きたとき、問題を解決し、社会を動
かしていくために何をつくり出さなければならないか。

⒄ 合意

□⒅ ⒄をつくるとき、できるだけ少ない資
し

源
げん

などをむだなく使うことで、全
体として最大の利益を得られるようにする考え方を何というか。

⒅ 効率

□⒆ 同じような対立を防ぐために、あらかじめ集団内や集団間でつくる取り
決めを何というか。

⒆ きまり

□⒇ 人々が⒄をして、その決定を守るための⒆をつくることを何というか。 ⒇ 契約

シ
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基 本 問 題基 本 問 題基 本 問 題基 本 問 題
1

⑴
Ａ ア

Ｂ ウ

⑵ 約  　40  　％

⑶ エ

⑶ア・ウは、イン
ターネットの普及
とは関係がない。
イの高度経済成長
は1950年代後半
から1970年代前
半まで続いた。

2

⑴ 核家族

⑵

① Ｃ

② Ａ

③ Ｂ

⑶ 少子化

⑷

① ×

② ×

③ ×

④ ○

⑷①三世代家族の
割合は低くなって
いる。
②経済的負担は大
きくなる。
③助け合いは必要。

1 右のグラフを見て、次の問いに答えなさい。

□⑴　グラフのＡ・Ｂにあては
まるものを、次のア～ウか
ら選びなさい。
ア　固定電話
イ　ウェアラブル
ウ　スマートフォン

□⑵　2021年のタブレット型端
末の保

ほ

有
ゆう

率
りつ

は約何％か。
□⑶　グラフにあるようにイン
ターネットが普及すること
によって、人々の暮らしは
どのように変わったか。あてはまるものを、次のア～エから選びなさい。
ア　15歳未満の人口の割合が低く65歳以上の人口の割合が高い、少子高齢社会になっ
た。
イ　高度経済成長とよばれるいちじるしい発展をとげるようになった。
ウ　世界のさまざまなところで自然災害や戦争が起こるようになった。
エ　商品やチケットの購

こう

入
にゅう

を簡
かん

単
たん

に行うことができるようになった。

2 次の図を見て、あとの問いに答えなさい。

□⑴　図Ⅰに　で示されたXの家族を何というか。
　⑵　次の①～③の世帯は、図ⅠのＡ～Ｃのどれに含

ふく

まれるか。
　□①　高齢者が一人で住む世帯　　　　　　□②　父親と母親、子ども二人で住む世帯
　□③　母親とその子どもが住む世帯
□⑶　図Ⅱのように、一人の女性が生涯に生む子どもの数が減少し、年少人口が少なく
なっている傾

けい

向
こう

を何というか。
　⑷　次の①～④の文のうち、正しいものには〇、誤っているものには×を書きなさい。
□①　女性の社会進出で共働きが増えたため、三世代家族の割合は高くなってきた。
□②　少子高齢社会で長生きする人が増えるため、若い世代の経済的負担は小さくなる。
□③　家族生活が多様化してきたため、地域の住民との助け合いは必要でなくなった。
□④　子どもの保育や高齢者の介護は大変であるため、家族や親族のほか、地方公共団
体や国の支

し

援
えん

が必要である。

100
％

80

60

40

20

0
2000 05 10 15

A

タブレット型端末

パソコン

（通信利用動向調査）

B

インターネット利用率

主な情報通信機器の保有状況

22年20

がたたんまつ

図Ⅰ　家族の類型別一般世帯数の変化

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000
万世帯

（国立社会保障・人口問題研究所資料）
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7.6
14.1 27.6

12.5％ 5.7
19.91980

年
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年
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年

1188..99
％％

Ｃ
38.0

その他 7.7

3311..9918.9
％

ＡＡ
2255..22
Ａ
25.2

ＢＢ
99..00
Ｂ
9.0

31.9

4422..11 19.8

夫婦のみ夫婦のみ
2200..11%%
夫婦のみ
20.1%

42.1

図Ⅱ　一人の女性が生涯に生む子どもの数

（日本国勢図会 2024/25 など）

２⑵①の単独世帯は、高齢者の一人暮らしの増加、未婚率の上昇にともない増加。
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練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題練 習 問 題
1

⑴

① ＩＣＴ

② 個人情報

③ リテラシー

⑵

A グローバル

B 競争

C 分業

⑶ 人工知能（ＡI）

⑶人工知能（AI）
により、私たちの
暮らしや社会に大
きな変化がもたら
されると考えられ
ている。

2

⑴

ａ 2011

ｂ 0 ～14

ｃ 65

⑵
① 少子高齢社会

② エ

⑶ ア

⑶アは核家族や単
独世帯の増加によ
り減っている。
イは晩婚化、ウは
グローバル化、エ
は医療の発達によ
り、いずれも数値
が増えている。

1 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　近年、情報通信技術である（　①　）が進歩したことにより、情報の働きが大きな意味
をもつようになる情報社会へと変化するとともに、ⓐたくさんの物、お金、情報などが国
境を越えて行き交うようになった。このようなⓑ情報化の進展は、私たちの生活にさまざ
まな恩

おん

恵
けい

をもたらした反面、コンピュータによる情報の受発信により、人に知られたくな
い情報が流出するという問題なども出てきている。情報社会を生きる私たちには、 

（　②　）の取り扱いに十分な注意を払
はら

ってプライバシーを保護することや、情報を正し
く判断して活用する「情報（　③　）」が求められている。
□⑴　文中の①～③にあてはまる語句を書きなさい。ただし、①は情報通信技術の略

りゃく

称
しょう

を
アルファベットで書きなさい。

□⑵　下線部ⓐについて、次の文中のＡ～Ｃにあてはまる語句を書きなさい。
　たくさんの物、お金、情報などが国境を越えて行き交うことで（　Ａ　）化が進み、
企
き

業
ぎょう

間の国際（　Ｂ　）が高まる。国際（　Ｂ　）が加速すると、得意な産業に力を
入れる一方、不得意な産業については輸入に頼る国際（　Ｃ　）が行われるようにな
る。

□⑶　下線部ⓑにより　が急速に進化し、言語の理解や問題解決など、これまで人
間にしかできなかったことを、コンピュータなどに代行させることができるように
なっている。　にあてはまる語句を書きなさい。

2 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　右のグラフは、日本の年齢別人口の推移を
表している。日本の人口は（　ａ　）年をピー
クに減り始めている。また、（　ｂ　）歳の年
少人口の割合が低く、（　ｃ　）歳以上の老年人
口の割合が高くなっている。
□⑴　文中のａ～ｃにあてはまる数字を書きな
さい。

　⑵　文中の下線部について、次の問いに答え
なさい。
□①　下線部のような社会を何というか。
□②　下線部のような状況が今以上に進むと、どのようなことが起こると考えられる
か。次のア～エから選びなさい。

　　ア　情報の伝達量が減る。　　　　イ　若者の経済的負
ふ

担
たん

が減る。
　　ウ　医

い

療
りょう

費が減る。　　　　　　　エ　労働人口が減る。
□⑶　次のア～エの項

こう

目
もく

の中で、それぞれの項目の数値を1960年と2024年とで比
ひ

較
かく

した場
合、2024年の方が小さいものを選びなさい。

　　ア　１世帯あたりの人数　　　　　　イ　女性が結
けっ

婚
こん

する平均年齢
　　ウ　日本で暮らす外国人の数　　　　エ　男性の平均寿

じゅ

命
みょう

（国立社会保障・人口問題研究所資料など）

万人
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65歳
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2020年
１億2615万人
高齢化率

りつ

28.6％

2056年
１億人
下まわる

2065年
高齢化率
38.4％

実
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績
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値
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値
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績
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値
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⑴①Information and Communication Technologyの略語。

⑵②少子高齢化が進むと生産年齢人口（15～64歳）が減少していくため、労働人口が減る。

84　社会３年／帝

Sam
ple



3

⑴ 宗教

⑵ 画一化

⑶ 伝統文化

⑷ ひな祭り

4

⑴
① 核家族

② 少子高齢

⑵
ａ 社会集団

ｂ 社会的存在

⑶ イ

⑷ 例働き手の数
が減る。

⑷医療費が増え、社
会保障に対する若い
世代の経済的な負担
が大きくなることな
ども考えられる。

5

⑴

① ウ

② イ

③ ア

⑵
例少数意見が
反映されにく
い。

⑶
① 効率

② 公正

3 次の問いに答えなさい。

□⑴　文化を形づくるものの１つで、悩みや不安を抱えた人々に安心感や精神的な豊かさ
をもたらし、人間の考え方や生活習慣に大きな影響を与えてきたものを何というか。

□⑵　文化は本来、多様なものであるが、グローバル化が進展したことにより、世界各国
で同じような文化が見られる「文化の　」が起こっている。　にあては
まる語句を書きなさい。

□⑶　日本の文化のうち、能
のう

や歌
か

舞
ぶ

伎
き

のように長い歴史の中で育まれ、伝えられてきたも
のを何というか。

□⑷　女の子の成長を祝って、３月に行われる年中行事を何というか。

4 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　近年、ⓐ家族のあり方が変わってきている。三世代家族は減少し、ⓑ（　①　）世帯が
増加して、2020年には家族の類型別一般世帯数で全体の５割以上を占

し

めるようになっ
た。また、子どもの数が減少する一方で、65歳以上の人口の割合が増え、ⓒ（　②　）
化が進んでいる。家族の構成員が減ると各自の好みに合わせて暮らすことが多くなり、家
族の個別化も見られるようになった。
□⑴　文中の①・②にあてはまる語句を書きなさい。
□⑵　下線部ⓐについて、次の文中のａ・ｂにあてはまる語句を書きなさい。
　家族は最も基本的な（　ａ　）である。個人は（　ａ　）の一員として助け合い、
尊重し合いながら生活を豊かにしているため、人は（　ｂ　）であるといわれる。

□⑶　下線部ⓑの世帯ではないものを、次のア～エから選びなさい。
　　ア　夫婦のみの世帯　　　　　　　　　　　　　イ　単独世帯
　　ウ　父（母）のみと未婚の子どもの世帯　　　　エ　夫婦と未婚の子どもの世帯
□⑷　表現力　下線部ⓒが続くと、社会にどのような問題が発生するか。１つ書きなさい。

5 次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　人は多様な考え方や利害をもちながら生きているため、意見の違いから対立が起きてし
まう。そのままでは社会はうまくいかないため、ⓐ話し合いや交

こう

渉
しょう

を通じて、ⓑ合意をつ
くり出すことが必要となる。
　対立と合意を繰り返し、同じようなやり方や基準での解決が合意されると、それが 

（　①　）となる。みんなで合意して決めたものであれば、守るという責任や（　②　）
が生じてくるとともに、互いの（　③　）を尊

そん

重
ちょう

し合うことにもつながる。
□⑴　文中の①～③にあてはまる語句を、次のア～ウから選びなさい。
　　ア　権利　　　　イ　義務　　　　ウ　きまり
□⑵　表現力　下線部ⓐのあとに行う決定方法の１つである多数決の短所を簡潔に書きな
さい。

　⑶　下線部ⓑについて、よりよい合意をつくるために必要な、次の①・②の考え方をそ
れぞれ何というか。

　□①　むだが少なく、最大の利益を得られるような結果になっているかを大切にする。
　□②　個人の意見を尊重し、一人ひとりに最大限配慮したものになっているかを問う。

⑵ファストフードなどのチェーン店の世界展開により、文化の画一化が進んでいる。

⑵多数決の長所は、その場にいる多くの人の意見が反映されること。
多数決に限らず、すべての決定方法には長所と短所がある。
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